
国際経済法 ２０１８ Aセメスター 金曜・１限 ２１番教室 

 

9/28 第 1回 為替操作・金融制裁と国際法（中谷和弘） 

10/5 第 2回 国際経済法の概念、国際経済法の発展 

ＷＴＯの組織、ＷＴＯの基本原則――基本原理、最恵国待遇（中

川淳司、以下第 11回まで中川） 

10/12第 3回 ＷＴＯの基本原則――内国民待遇、数量制限の禁止、関税譲許 

10/19第 4回 通商救済制度――ダンピング防止税 

10/26第 5回 通商救済制度――補助金相殺関税、セーフガード 

ＷＴＯによる規律の拡大――サービス貿易、知的財産権 

11/2 第 6回 最恵国原則の例外――途上国、地域貿易協定 

11/9 第 7回 ＷＴＯの原則に対する例外――ガット 20条、21条、ＳＰＳ協定 

11/16第 8回 貿易と非貿易事項――貿易と環境 

ＷＴＯ紛争処理――紛争処理手続の発展、パネル手続以外の紛争

処理手段 

11/30第 9回 ＷＴＯ紛争処理――パネル手続、ＷＴＯ紛争処理の性格と意義 

12/7 第 10回 ＷＴＯ法の国内実施 

国際投資法――外国人財産保護から国際投資法へ 

12/14第 11回 国際投資法――国際投資協定、投資仲裁 

12/21第 12回 日本の通商交渉の動向（米谷三以） 

12/25 第 13回 国家債務・政府系ファンド・外資規制と国際法（中谷和弘） 

 

教科書 中川淳司他『国際経済法 第 2版』（有斐閣、2012年） 

小寺彰＝中川淳司（編）『基本経済条約集 第 2版』（有斐閣、2014年） 

参考書 松下満雄他（編）『ケースブック ＷＴＯ法』（有斐閣、2009年） 

松下満雄・米谷三以『国際経済法』（東京大学出版会、2015年） 

    中川淳司『ＷＴＯ 貿易自由化を超えて』（岩波書店、2013年） 

 

成績評価方法  

本科目は法科大学院および公共政策大学院との合併授業であり、両大学院につ

いては成績評価は期末試験によるが、総合法政の学生には期末試験に代えてレ

ポートを執筆することを認める。平常点を考慮する。 

 

ＴＡ：望月洋佑君 


